






1 はじめに 

 母子健康管理の重要課題は時代と共に変化してきた。栄養障害感染症の時代を経て,周産

期異常,先天性異常等の問題が大きくなり,近年はさらに核家族化,少産,住民交流の希薄等

が加わり情緒的,心理社会的問題が大きくなっている。このように重要問題は諸々の影響を

受けて変化していくが,「全ての子供が持っている能力を充分発揮してたくましく育つこと

を助ける」ということが乳幼児健康管理の基本理念であることは今も昔も変わらない。 

 乳幼児の健康管理は一定のシステムにより集団及び集団に属する一人一人の乳幼児の健

康状態を明らかにしその保持増進のために行う積極的・継続的な保健活動である。健診は

乳幼児健康管理の重要な位置を占めるが包括的な健康管理システムの一部として実施され

なければ効果は少ない。単なるふるいわけ(病気か病気でないかというような)だけでアフ

ターケアがされないのでは効を奏さない。 

 生活の改善や医療事情の向上により乳幼児の持つ問題や疾病構造は変化し健診に求めら

れる内容も変化している。これまでの栄養の欠陥や疾病異常の早期発見・早期治療に加え

伝達の障害や行動発達,情緒的発達の異常や遅滞の疑われる者や環境不適応児が早期に発

見され継続観察される対策を講ずることが重要課題となってきている。 

 乳幼児期は人生の出発点でありこのような課題に充分対応できる健診体制の確立と心身

発達遅滞児に対する事後措置方法の確立は急務である。加えて現在の乳幼児健診従事者に

新しい力量が求められ,研修・教育に対する課題も大きい。横浜市においても健診のあり方

を検討しているところであり,横浜市における健診の実情や検討を路まえながら行政的サ

ービスとして行われる乳幼児健診を中心にそのあり方や今後の方向等について述べてみた

い。 


